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　秋田県の公営企業は、昭和31年11月に「電気局」を設置し、鎧畑発電所の運転

を開始したことに始まります。現在は、16の発電所による電気事業と、昭和46年

７月に給水を開始した秋田工業用水道事業の２事業を実施することにより、本県産

業の振興と地域経済発展の一翼を担っております。

　これら２事業のほか、時代の要請を受け、これまでに土地造成事業、有料道路事

業及び観光施設事業を手がけましたが、一定の役割を終えたものと判断し、事業を廃止

しております。

１　電気事業

　電気事業は現在、鎧畑、田沢湖、小和瀬、皆瀬、柴平、杉沢、八幡平、素波里、

早口、岩見、板戸、八幡平第二、玉川、山瀬、大松川及び萩形の16か所の水力発

電所を所有しております。最大出力の合計は110,950kWであり、売電電力量は

県内家庭消費電力量の２割弱を占めております。

　また、既設発電所の大規模改良による能力増強や新規発電所の開発などを進め

るとともに、電気事業に対する理解の促進や地域に貢献することを目的として、

発電所周辺地域の市町村に対する助成を行っております。

２　工業用水道事業

　工業用水道事業は、秋田工業用水道施設（給水能力日量200,000m3）により、

秋田湾地区及び秋田市御所野の秋田新都市地区の事業所へ工業用水を供給してお

り、給水先は現在29事業所となっております。

　平成19年度からは、施設の管理運営業務について指定管理者制度を導入し、

経営の合理化を図っております。

　電力システム改革、再生可能エネルギーの主力電源化、新たな電力市場の整備な

ど公営企業を取り巻く環境が大きく変化しております。そのため、令和２年度から

は第４期中期経営計画のもと、安定経営の推進、組織体制の再構築と適正な人員の

配置、労働環境の改善など、安価で良質な電力と工業用水道の安定供給に向けた取

り組みを行っております。

　また、令和２年度からは発電所建設室を新たに設置し、成瀬発電所及び鳥海発電

所の建設事業、鎧畑・田沢湖発電所の大規模改良事業をはじめとする新規開発・改

良事業の推進を図ってきました。

　さらに、令和８年度からは将来に向けた新たな事業展開や相互牽制機能の強化を

目指し、発電所建設室を廃止し２課体制へ再編するなど、時代の変化に即した組織

体制の構築に取り組んでおります。

事業の概要
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発電所名称 所 在 地 発電形式 水　　車  運転開始 FIT化 
鎧　　　　畑 
田　 沢 　湖 
小　 和 　瀬 
皆　　　　瀬 
柴　　　　平 
杉　　　　沢 
八　 幡 　平 
素　 波 　里 
早　　　　口 
岩　　　　見 
板　　　　戸 
八幡平第二 
玉　　　　川 
山　　　　瀬 
大　 松 　川 
萩　　　　形 

仙　 北 　市 
仙　 北 　市 
仙　 北 　市 
湯　 沢 　市 
鹿　 角 　市 
五 城 目 町 
鹿　 角 　市 
藤　 里 　町 
大　 館 　市 
秋　 田 　市 
湯　 沢 　市 
鹿　 角 　市 
仙　 北 　市 
大　 館 　市 
横　 手 　市 
上小阿仁村 

ダム水路式 
ダ　 ム 　式 
水　 路 　式 
ダム水路式 
水　路　式 
ダム水路式 
水　 路 　式 
ダ　 ム 　式 
ダム水路式 
ダ　 ム 　式 
ダ　 ム 　式 
水　 路 　式 
ダ　 ム 　式 
ダ　 ム 　式 
ダ　 ム 　式 
ダ　 ム 　式 

フランシス 
カ プ ラ ン 
フランシス 
フランシス 
ペ ル ト ン 
フランシス 
フランシス 
カ プ ラ ン 
フランシス 
フランシス 
チューブラ 
フランシス 
フランシス 
フランシス 
フランシス 
フランシス 

15,700 
7,300 
8,800 
5,300 
2,800 
15,500 
5,400 
6,300 
7,800 
5,400 
2,000 
1,500 
23,600 
2,100 
1,000 
450

昭和31.11.17 
33.12.26 
36. 1.31 
38. 9.22 
39.12. 6 
41.12. 6 
43.10.21 
45.11. 8 
50.12.13 ● 
53.12.22 
60. 4. 1 
60. 7. 1 

平成 2. 6. 1 
3. 4. 7 
11. 4. 1 
26. 4. 1

●
●

総　　計　　　16発電所 110,950 kW

基準電力量（千kWh） 

供給電力量（千kWh） 

料金収入（千円）※ 

※消費税分は除く 

電 気 事 業  

（令和８年４月１日現在）

Ｒ２年度 

451,056

438,265

4,826,544

Ｒ３年度  

417,945

360,423

4,315,947

Ｒ４年度 

407,563

427,357

4,519,798

Ｒ６年度 

416,596

370,335

7,920,456

Ｒ７年度 

448,950

384,649

8,256,516

施設の概要 

実績供給電力量及び料金収入 

  
  
  

水力発電所の発電形式 水力発電所の発電形式 

水　路　式 
川に小さな堤を造って取水し緩やか
な水路で水槽まで導き、その落差を
利用して発電する方式です。 

ダ　ム　式 
川にダムを築き、水をせき止めて貯
水池を造り、その落差を利用して発
電する方式です。 

ダム水路式 
ダム式と水路式を組み合わせた方式
で、ダムでためた水を水路で導き、
ダムで得た大きな落差を利用して発
電する方式です。 

　水力発電所は、水の落差を利用して水車発電機を回転させて電気をつくります。 

　発電形式には、水路式、ダム式、ダム水路式及び揚水式とありますが、県営発電所では下図のような３形式

となっています。 

取水堤 水路 水槽 

発電所 
放水路 

ダム 

発電所 貯水池 

放水路 

ダム 
水路 

貯水池 

調圧水槽 

発電所 

放水路 

最大出力（kW）

● 

Ｒ５年度 

405,792

439,494

8,191,482
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 す ば り 

素波里発電所　米代川水系/
粕毛川　　  

● 所　在　地　山本郡藤里町粕毛 
● 運 転 開 始　昭和45年11月8日 
● 最 大 出 力　6,300kW 
● 供給電力量　19,314,000kWh

● 使 用 水 量　最大12.00m
3
/Ｓ

● 有 効 落 差　最大63.10ｍ 
● 発 電 型 式　ダム式 
● 建　設　費　678,787千円 

 はや ぐち 

早 口 発 電所　米代川水系/
早口川　　 

● 所　在　地　大館市早口 
● 運 転 開 始　昭和50年12月13日 
● 最 大 出 力　7,800kW 
● 供給電力量　31,020,000kWh

● 使 用 水 量　最大6.00m
3
/Ｓ

● 有 効 落 差　最大148.50ｍ 
● 発 電 型 式　ダム水路式 
● 建　設　費　2,119,708千円 

▼早口発電所 
F WL.314.000 
          ▽ 

H WL.311.500▽ 

早口川 
WL.148.000 
　　　  ▽ 

発電所 

取
水
口 

約4.3 km

L WL.289.000 ▽ 

(早口ダム)
小
高
四
郎
沢 

調
圧
水
槽 

施
設
概
要 

施
設
概
要 

  
  
  

鷹巣IC

大館発電事務所管内 

 やま せ 

山 瀬発電所　米代川水系/
岩瀬川　　  

● 所　在　地　大館市岩瀬 
● 運 転 開 始　平成3年4月7日 
● 最 大 出 力　2,100kW 
● 供給電力量　10,661,000kWh

● 使 用 水 量　最大5.50m
3
/Ｓ

● 有 効 落 差　最大48.85ｍ 
● 発 電 型 式　ダム式 
● 建　設　費　2,158,046千円 

施
設
概
要 

蟹沢IC蟹沢IC 伊勢堂岱IC伊勢堂岱IC

大館
能代
空港IC

大館
能代
空港IC
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大館北IC

小坂北IC小坂北IC

大館南IC

二井田 
真中IC

 しば ひら 

柴 平発電所　米代川水系/
瀬ノ沢川　  

施
設
概
要 

● 所　在　地　鹿角市花輪 
● 運 転 開 始　昭和39年12月6日 
● 最 大 出 力　2,800kW 
● 供給電力量　11,923,000kWh

● 使 用 水 量　最大1.50m
3
/Ｓ

● 有 効 落 差　最大231.26ｍ 
● 発 電 型 式　水路式 
● 建　設　費　319,205千円 

▼柴平発電所 

　瀬ノ沢川 
▽ WL.463.500

水槽 
WL. 
457.955 
　　  ▽ 

WL. 
218.650  ▽ 

間瀬川 

発電所 

取
水
口 

231m

約3.6km

 はち まん たい 

八幡平発電所　米代川水系/
熊沢川　　  

● 所　在　地　鹿角市八幡平 
● 運 転 開 始　昭和43年10月21日 
● 最 大 出 力　5,400kW 
● 供給電力量　23,644,000kWh

● 使 用 水 量　最大3.50m
3
/Ｓ

● 有 効 落 差　最大181.50ｍ 
● 発 電 型 式　水路式 
● 建　設　費　658,803千円 

施
設
概
要 

 はち まん たい だい に 

八幡平第二発電所　米代川水系/　
熊沢川・赤川  

● 所　在　地　鹿角市八幡平 
● 運 転 開 始　昭和60年7月1日 
● 最 大 出 力　1,500kW 
● 供給電力量　7,722,000kWh

● 使 用 水 量　最大1.80m
3
/Ｓ

● 有 効 落 差　最大99.70ｍ 
● 発 電 型 式　水路式 
● 建　設　費　1,406,142千円 

施
設
概
要 

県 営 発 電 所

東 北 電 力 ㈱

三菱マテリアル㈱ 

凡　　例 

導水路 

  
  
  

ノ
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田沢湖堰堤

取
水
口

発電所

調
圧
水
槽

水 m
3

5  
　ダ

要 23,688,000kWh

た　 ざわ　 こ

田沢湖発電所 雄物川水系/
玉　川

川 

取水口と水路 

導水路 

  
  
  

　玉川流域には、県営及び東北電力㈱等の水力発電所が稼動して

いたが、更に玉川本流に築造された国直轄の玉川ダムを利用する県営

最大規模の玉川発電所を建設した。この発電所の完成により、玉川

本流では最下流の神代発電所（東北電力㈱）までの９発電所によって、

その落差はほとんど有効に利用されている。
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水 m
3

4  

要 

水 m
3

3  
　ダ

要 

水 m
3

3  
　ダ

要 

  
  
  

43,268,000kWh

96,935,000kWh

66,144,000kWh

こ　　わ　　せ

小和瀬発電所

た　ま　　が　わ

玉 川発電所

よろい　　は　た

鎧 畑発電所

雄物川水系/
玉　川

雄物川水系/
玉　川

雄物川水系/
玉　川

玉川ダム
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河辺JCT

 

運 転 開 始　昭和53年12月22日 
最 大 出 力　5,400kW 
供給電力量　18,867,000kWh

使 用 水 量　最大12.00m
3
/Ｓ

有 効 落
発 電 型 式　ダム式 
建　設　費　1,710,821千円 

施
設
概
要

す ぎ 　 さ わ

杉 沢発電所　
所　在　地　
運 転 開 始　昭和41年12月6日 
最 大 出 力　15,500kW 
供給電力量　33,952,000kWh

使 用 水 量　最大14.00m
3
/Ｓ

有 効 落 差　最大129.30ｍ 
発 電 型 式　ダム水路式 
建　設　費　1,764,600千円 

施
設
概
要 

所　在　地　
運 転 開 始　平成26年4月1日 
最 大 出 力　450kW 
供給電力量　1,637,000kWh

使 用 水
有 効 落
発 電 型 式　ダム式 
建　設　費　449,324千円 

施
設
概
要 

　杉沢発電所は、小阿仁川総合開発事業として秋田県

が築造した萩形ダムを利用して発電を行っている（小

阿仁川から取水し、馬場目川に放流している）。

  
  
  

萩形発電所 岩見発電所 杉沢発電所 

 

取
水
口 水

 

発電所 

秋田発電・工業用水道事務所管内 

所 

   

は ぎ 　 な り

萩 形発電所　

い わ 　  み

岩 見発電所　雄物川水系/三内川

米代川水系/
小阿仁川

米代川水系/
小阿仁川

約4.8km

県 営 発 電 所 

凡　　例 

導水路 

東北自然エネルギー㈱ 

量　最大1.20m
3

/Ｓ
差　最大47.30ｍ 

差　最大54.00ｍ 
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西仙北SIC

横手北SIC

河辺JCT

橫手JCT

美郷町

皆瀬・板戸水系概略図 

皆瀬発電所 

板戸発電所 

皆瀬川 

板戸ダム 

皆瀬ダム 小安峡湖 

  
  
  

院内道路

大松川発電所 

 お　お ま　つ か　わ 

大松川発電所　雄物川水系/
松　川　　

● 所　在　地　横手市山内大松川 
● 運 転 開 始　平成11年4月1日 
● 最 大 出 力　1,000kW 
● 供給電力量　5,030,000kWh

● 使 用 水 量　最大2.90m
3
/Ｓ

● 有 効 落 差　最大46.20ｍ 
● 発 電 型 式　ダム式 
● 建　設　費　1,250,000千円 

施
設
概
要 

（ 建 設 中 ）

（ 建 設 中 ）
鳥 海 発 電 所

 い　た ど 

板 戸発電所　雄物川水系/
皆瀬川　　

● 所　在　地　湯沢市皆瀬 
● 運 転 開 始　昭和60年4月1日 
● 最 大 出 力　2,000kW 
● 供給電力量　10,592,000kWh

● 使 用 水 量　最大15.00m
3
/Ｓ

● 有 効 落 差　最大16.48ｍ 
● 発 電 型 式　ダム式 
● 建　設　費　2,958,839千円 

施
設
概
要 

 み　な せ 

皆 瀬発電所　雄物川水系/
皆瀬川　　

● 所　在　地　湯沢市皆瀬 
● 運 転 開 始　昭和38年9月22日 
● 最 大 出 力　5,300kW 
● 供給電力量　16,053,000kWh

● 使 用 水 量　最大12.00m
3
/Ｓ

● 有 効 落 差　最大53.36ｍ 
● 発 電 型 式　ダム水路式 
● 建　設　費　526,749千円 

施
設
概
要 

皆瀬発電所 板戸発電所 
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工業用水道事業 

施　　設　　名 

所　　在　　地 

給　水　区　域 

給　水　開　始 

水　　　　　源 

取　水　地　点 

取　水　能　力 

給　水　能　力 

給水事業所数

契　約　水　量 

供　給　水　質 

施　工　年　度 

総　事　業　費 

主　な　施　設 

※消費税分は除く

給水事業所名
給水量
（㎥/日）

給水開始
年月日

合　　　　　　　計

給水事業所名 
給水量
（㎥/日）

給水開始
年月日

130,120

130,120 ㎥／日

取水施設　　導水沈砂池　　　2池

秋田湾地区・御所野秋田新都市地区

導水施設　　導水ポンプ　　　3台
　　　　　　沈砂池　　　　　4池

浄水施設　　薬品沈殿池　　　8池
　　　　　　汚泥池　　　　　2池
　　　　　　天日乾燥床　 10床

送水施設　　送水ポンプ　　　6台

配水施設　　配水池　　　　　4池

29

（令和８年４月１日現在）

（令和８年４月１日現在）

㈱松紀 秋田南青果センター28 令和 2. 7.10 300

日本製紙㈱秋田工場

新秋木工業㈱

秋田プライウッド㈱

秋田観光開発㈱

アルフレッサファインケミカル㈱

秋田市汚泥再生処理センター

秋田県秋田臨海処理センター

秋田県汚泥焼却施設

１

２

３

４

５

６

７

８

９ ユナイテッドリニューアブルエナジー㈱向浜発電所

18

19

20

㈱ジーンズエムシーディ

21

秋田いすゞ自動車㈱

秋田製錬㈱リサイクリング部

22

飯　島　系　小　計

25 Tianma Japan㈱秋田工場

㈱フジクラプリントサーキット秋田工場26

27 秋田市総合環境センター

御 所 野 系 小 計 

㈱SUMCO JSQ事業部29

茨　島　系　小　計

合　　　　　　　計

給水量
（㎥/日）

太平化成工業㈱飯島工場

向　浜　系　小　計

ユナイテッド計画㈱リサイクリングワーフ秋田

12

11

13 秋田製錬㈱飯島製錬所

14 秋田製錬㈱加工品部

15

昭和46. 9.30

昭和48. 6. 1

昭和49. 3.25

昭和53. 8.11

昭和55.10. 1

昭和55.12. 1

昭和56.11.24

平成11. 7. 1

平成27.11.25

令和 4. 6.15

昭和46.11.22

昭和47.10. 1

昭和50. 7. 1秋田住友ベーク㈱本社工場

17

平成元. 6.21

平成元. 8.20

平成18. 3.17

平成22. 9.21

平成 3. 6. 1

平成 9. 4. 1

平成13. 4. 1

平成11. 6. 1

平成23. 4.12

96,000

500

1,200

5,000

2,700

2,400

600

408

109,792

384

エス・ユー開発㈱10 平成29.12.15 300

7,920

250

2,000

300

秋田基準寝具㈱

15,350

4,578

400

1,080

528

400

太平化成工業㈱ 昭和61.11.25 300

1,000

300

3,000

750

300

400

昭和56.11. 1 300

ENEOS㈱秋田油槽所 昭和46. 7. 1 1,000

157,786

49,797

859,889

R２年度

156,886

50,540

899,333

R３年度

157,270

50,113

898,262

R４年度

130,120

41,235

761,392

R６年度

130,120

41,046

739,234

R７年度

24 DOWAセミコンダクター秋田㈱ 令和 6. 4. 1 200

23 ㈱湯沢クリーンセンター第二工場 平成23. 5.23 300

150,070

44,496

855,118

R５年度

16 ワタキューセイモア㈱秋田営業所

11



17

19 23
18

2113

16
15

12

22

14
24

秋田工業用水道事業概要図 送配水管 

配水池・浄水場 

給水事業所 29１

取水口

泉
外
旭
川
駅

６

７
１

８

５

２

９
３

４

20

1110

25

2628

29

27

新規受水をご検討中の方はこちら
https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/2121
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秋田工業用水道送配水概略図 

浄水施設 

勝平系送水ポンプ 中央管理室 

勝平系送水ポンプ 

御所野系送水ポンプ 

勝平系 
送水ポンプ井 

御所野系 
送水ポンプ井 

御所野系送水ポンプ 

導水沈砂池 
雄物川 

導水ポンプ 

導水ポンプ井 

薬品注入 

沈砂池 着水井 撹拌池 薬品沈殿池 

浄水用薬品タンク 

取水口付近 

導水ポンプ 
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勝平配水池 

御所野配水池 

勝平配水池 

御所野配水池 

御所野地区 

送水管 

送水管 配水管 

配水管 

配水管 

勝 平 系 

▽H.W.L.7.11 
▽L.W.L.0.40

Ｄ＝700㎜ Ｄ＝600㎜ 
Ｐ＝560kW×4台

送水管 鋼管  D＝1,200㎜　L＝6,193m導水管 鋼管 
D＝1,600mm　L＝114m
D＝1,200mm　L＝340m 

雄物川 

導水ポンプ室 
送水ポンプ室 

沈砂池  着水井  薬品沈殿池 

配水池 

配水管 Ｐ＝180kW×3台

御所野系 
配水池 

送水管ダクタイル鋳鉄管   D＝400㎜  L＝6,045m

送水ポンプ室 

薬品 
沈殿池
　より

Ｄ＝250㎜
Ｐ＝90kW
×2台

向浜地区 

P

P

P

飯島地区 

茨島地区 
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発電所建設事業

成瀬発電所

広範囲な流量・落差で運転可能な新型水車の開発

鳥海発電所

新型水車「経済産業大臣賞」受賞

  実証機（鎧畑発電所３号機）

　水力発電の導入拡大を目的として、県・
早稲田大学・東北小水力発電㈱の産学官連
携により新型水車を開発しました。
　従来型フランシス水車のメリットは残し
つつ、水車の出口部分（ドラフトチュー
ブ）をなくし、新たに開発したボリュート
と最適設計したランナにより、超低水量域
での運転が可能となりました。
　これまでの水車設計の常識を覆す画期的
な技術として高く評価され、令和７年度新
エネ大賞の最高賞を受賞しました。

●所在地 東成瀬村
●最大出力 5 ,800 kW
●最大使用水量 8.00ｍ3／s
●運転開始予定 令和10年12月
●ダム名称 成瀬ダム（国）

●所在地 由利本荘市 
●最大出力 990 kW
●最大使用水量 4.60ｍ3／s
●運転開始予定 令和14年７月
●ダム名称 鳥海ダム（国）

【従来型フランシス水車】 【新型水車】
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第４期中期経営計画の概要
◆安定供給と安定経営の確立

・公営企業の目的に資する売電先の確保と給
水単価の適正化を図りながら、安定供給の
確保と施設の老朽化対策を確実に実施する。

◆組織体制の整備と人財の育成
・取り巻く情勢の変化等に対応した最適な組
織体制を構築する。また、将来を担う人財
の育成強化を図る。 

◆新たな地域貢献の構築
・厳しい経営環境を踏まえ、公営企業の特性
や事業活動を通じた新たな地域貢献策を構
築する。
また、県公営企業のPR等を推進する。

○安定経営と産業振興
・環境価値を顕在化させた新たな供給スキー
ムによる県内企業の脱炭素経営の支援

・適切な負債管理による利払い負担最小化

○労働環境の改善
・柔軟な働き方の整備による人材確保
・ストレスチェック等の徹底による心身とも
に健康で意欲的に働ける職場風土の醸成

○新規開発等の推進
・成瀬及び鳥海発電所の新規開発推進
・未利用落差の活用や系統用蓄電池の導入推進

○人財の育成
・DXや経営マネジメントに対応できる課題
解決型の人材育成

・資格取得支援と計画的人事による有資格者
確保

○老朽化施設の戦略的整備
・長寿命化対策による事故防止とコスト縮減
・施設更新に合わせた能力増強の検討

○効率的な業務の推進
・ＡＩやｌoＴを活用したスマート保安によ
る点検周期適正化とダウンタイム最小化

・デジタルツール活用による業務効率化

◆産業振興への戦略的貢献
・公営企業の有する資産価値やクリーンエネ
ルギー供給力を、GX関連企業の誘致や県
内企業の脱炭素化を強力に支援する重要な
経営資源として戦略的に活用する。

電気事業：新たな経営基盤の確立と老朽化が進む発電所の戦略的な整備

工業用水道事業：安定供給と安定経営を通じた施設の計画的・合理的な整備

○事業体制の再構築
・監視制御業務１極化に向けた環境構築
・業務効率化で生み出された人的リソースの
戦略的再配置

○新たな地域貢献の構築
・インフラ資産や技術力を活用した新たな地
域貢献策への転換

・発電所の観光資源化による地域活性化

○安定供給の継続
・施設の強靭化対策と指定管理者との連携強
化による給水支障の未然防止

・デジタル技術やスマートメーターの活用に
よる検針と維持管理の高度化

○老朽施設の計画的整備
・第３期大規模改良計画に基づく選択と集中
や予防保全・災害対策の推進

・施設のダウンサイジングによる維持管理費
削減

○給水単価の適正化
・新料金体系への移行と５年ごとの算定サイ
クルによる安定財源と透明性確保

・アセットマネジメント最適化によるコスト
縮減とユーザー負担抑制

○組織体制の整備
・監視制御１極化と連動した兼務体制の見直し
・実践的な訓練による有事の早期復旧体制の
構築

○新規ユーザー等の開拓
・ＧＸ関連産業への積極的なＰＲと誘致
・既存ユーザーとの対話による水需要把握と
パートナーシップ強化
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年度

廃
止
済
事
業

電

気

事

業

[

Ｐ
４
〜
10]

工
業
用
水
道
事
業

[

Ｐ
11
〜
14]

年度

廃
止
済
事
業

電

気

事

業

[

Ｐ
４
〜
10]

工
業
用
水
道
事
業

[

Ｐ
11
〜
14]

●鎧畑発電所運転開始 31.11.17●鎧畑発電所運転開始 31.11.17

●電気局設置 31.11.1●電気局設置 31.11.1

●卸電気事業者●卸電気事業者

●37.4.1 企業局に改組●37.4.1 企業局に改組

●藤里発電事務所集中監視制御装置の運転開始 50.9.1●藤里発電事務所集中監視制御装置の運転開始 50.9.1

●鹿角発電事務所集中監視制御装置の運転開始 53.4.1●鹿角発電事務所集中監視制御装置の運転開始 53.4.1

●玉川発電事務所集中監視制御装置の運転開始 52.8.11●玉川発電事務所集中監視制御装置の運転開始 52.8.11

●皆瀬発電事務所集中監視制御装置の運転開始 60.4.1●皆瀬発電事務所集中監視制御装置の運転開始 60.4.1

●秋田発電事務所集中監視制御装置の運転開始 61.4.1●秋田発電事務所集中監視制御装置の運転開始 61.4.1

●7.12.1 卸供給事業者（みなし卸電気事業者 (経過措置 )）●7.12.1 卸供給事業者（みなし卸電気事業者 (経過措置 )）

●秋田第二工業用水道建設事業開始H2年●秋田第二工業用水道建設事業開始H2年

●秋田工業用水道拡張により御所野地区へ給水開始3.10.1●秋田工業用水道拡張により御所野地区へ給水開始3.10.1●秋田工業用水道完成（20万m³/日給水及び汚泥処理施設等）49.3.31●秋田工業用水道完成（20万m³/日給水及び汚泥処理施設等）49.3.31

●県土木部大館工業用水道給水開始41.10.15（43.4.1企業局に移管）●県土木部大館工業用水道給水開始41.10.15（43.4.1企業局に移管）

●22.4.1 卸供給事業者●22.4.1 卸供給事業者

●19.4.1指定管理者制度の導入●19.4.1指定管理者制度の導入

●28.4.1 発電事業者●28.4.1 発電事業者

●田沢湖発電所運転開始 33.12.26●田沢湖発電所運転開始 33.12.26

●小和瀬発電所運転開始 36.1.31●小和瀬発電所運転開始 36.1.31

●小沢発電所運転開始 37.10.8●小沢発電所運転開始 37.10.8

●皆瀬発電所運転開始 38.9.22●皆瀬発電所運転開始 38.9.22

●柴平発電所運転開始 39.12.6●柴平発電所運転開始 39.12.6

●杉沢発電所運転開始 41.12.6●杉沢発電所運転開始 41.12.6

●八幡平発電所運転開始 43.10.21●八幡平発電所運転開始 43.10.21

●素波里発電所運転開始 45.11.8●素波里発電所運転開始 45.11.8

●早口発電所運転開始 50.12.13●早口発電所運転開始 50.12.13

●岩見発電所運転開始 53.12.22●岩見発電所運転開始 53.12.22

●板戸発電所運転開始 60.4.1●板戸発電所運転開始 60.4.1

●八幡平第二発電所運転開始 60.7.1●八幡平第二発電所運転開始 60.7.1

●玉川発電所運転開始 2.6.1●玉川発電所運転開始 2.6.1

●山瀬発電所運転開始 3.4.7●山瀬発電所運転開始 3.4.7

●大松川発電所運転開始 11.4.1●大松川発電所運転開始 11.4.1

●18.4.1 企業局を廃止し産業経済労働部に編入●18.4.1 企業局を廃止し産業経済労働部に編入

●18.4.1 大館発電事務所設置●18.4.1 大館発電事務所設置

●秋田発電・工業用水道事務所統合設置 20.4.1●秋田発電・工業用水道事務所統合設置 20.4.1

●萩形発電所運転開始 26.4.1●萩形発電所運転開始 26.4.1

大規模改良工事による能力増強（7,500kW→7,800kW）30.3.16 ●大規模改良工事による能力増強（7,500kW→7,800kW）30.3.16 ●

大規模改良工事によるFIT化 6.11.19 ●大規模改良工事によるFIT化 6.11.19 ●

発電所建設室を廃止し 2課体制化 8.4.1 ●発電所建設室を廃止し 2課体制化 8.4.1 ●発電所建設室設置 2.4.1 ●発電所建設室設置 2.4.1 ●

３発電事務所（大館、秋田、玉川）に統合 18.4.1 ●３発電事務所（大館、秋田、玉川）に統合 18.4.1 ●

大館発電事務所に移転 18.3.31 ●大館発電事務所に移転 18.3.31 ●

大館発電事務所に移転 18.3.31 ●大館発電事務所に移転 18.3.31 ●

秋田発電事務所に移転 18.3.31 ●秋田発電事務所に移転 18.3.31 ●

大館工業用水道事業廃止12.3.31 ●大館工業用水道事業廃止12.3.31 ●

土地造成事業 事業廃止 17.3.31 ●事業廃止 17.3.31 ●

観光施設事業 事業廃止 15.3.31 ●事業廃止 15.3.31 ●

有料道路事業 事業廃止 13.3.31 ●事業廃止 13.3.31 ●

事業廃止H17年度●事業廃止H17年度●

横手発電事務所集中監視制御装置の運転開始 10.4.1●横手発電事務所集中監視制御装置の運転開始 10.4.1●

横手発電事務所に移転 10.3.31 ●横手発電事務所に移転 10.3.31 ●

秋田工業用水道一部（15万m³/日）給水開始46.7.1 ●秋田工業用水道一部（15万m³/日）給水開始46.7.1 ●

玉川ダム建設に伴い廃止 元 .6.30 ●玉川ダム建設に伴い廃止 元 .6.30 ●
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●鎧畑発電所運転開始 31.11.17●鎧畑発電所運転開始 31.11.17

●電気局設置 31.11.1●電気局設置 31.11.1

●卸電気事業者●卸電気事業者

●37.4.1 企業局に改組●37.4.1 企業局に改組

●藤里発電事務所集中監視制御装置の運転開始 50.9.1●藤里発電事務所集中監視制御装置の運転開始 50.9.1

●鹿角発電事務所集中監視制御装置の運転開始 53.4.1●鹿角発電事務所集中監視制御装置の運転開始 53.4.1

●玉川発電事務所集中監視制御装置の運転開始 52.8.11●玉川発電事務所集中監視制御装置の運転開始 52.8.11

●皆瀬発電事務所集中監視制御装置の運転開始 60.4.1●皆瀬発電事務所集中監視制御装置の運転開始 60.4.1

●秋田発電事務所集中監視制御装置の運転開始 61.4.1●秋田発電事務所集中監視制御装置の運転開始 61.4.1

●7.12.1 卸供給事業者（みなし卸電気事業者 (経過措置 )）●7.12.1 卸供給事業者（みなし卸電気事業者 (経過措置 )）

●秋田第二工業用水道建設事業開始H2年●秋田第二工業用水道建設事業開始H2年

●秋田工業用水道拡張により御所野地区へ給水開始3.10.1●秋田工業用水道拡張により御所野地区へ給水開始3.10.1●秋田工業用水道完成（20万m³/日給水及び汚泥処理施設等）49.3.31●秋田工業用水道完成（20万m³/日給水及び汚泥処理施設等）49.3.31

●県土木部大館工業用水道給水開始41.10.15（43.4.1企業局に移管）●県土木部大館工業用水道給水開始41.10.15（43.4.1企業局に移管）

●22.4.1 卸供給事業者●22.4.1 卸供給事業者

●19.4.1指定管理者制度の導入●19.4.1指定管理者制度の導入

●28.4.1 発電事業者●28.4.1 発電事業者

●田沢湖発電所運転開始 33.12.26●田沢湖発電所運転開始 33.12.26

●小和瀬発電所運転開始 36.1.31●小和瀬発電所運転開始 36.1.31

●小沢発電所運転開始 37.10.8●小沢発電所運転開始 37.10.8

●皆瀬発電所運転開始 38.9.22●皆瀬発電所運転開始 38.9.22

●柴平発電所運転開始 39.12.6●柴平発電所運転開始 39.12.6

●杉沢発電所運転開始 41.12.6●杉沢発電所運転開始 41.12.6

●八幡平発電所運転開始 43.10.21●八幡平発電所運転開始 43.10.21

●素波里発電所運転開始 45.11.8●素波里発電所運転開始 45.11.8

●早口発電所運転開始 50.12.13●早口発電所運転開始 50.12.13

●岩見発電所運転開始 53.12.22●岩見発電所運転開始 53.12.22

●板戸発電所運転開始 60.4.1●板戸発電所運転開始 60.4.1

●八幡平第二発電所運転開始 60.7.1●八幡平第二発電所運転開始 60.7.1

●玉川発電所運転開始 2.6.1●玉川発電所運転開始 2.6.1

●山瀬発電所運転開始 3.4.7●山瀬発電所運転開始 3.4.7

●大松川発電所運転開始 11.4.1●大松川発電所運転開始 11.4.1

●18.4.1 企業局を廃止し産業経済労働部に編入●18.4.1 企業局を廃止し産業経済労働部に編入

●18.4.1 大館発電事務所設置●18.4.1 大館発電事務所設置

●秋田発電・工業用水道事務所統合設置 20.4.1●秋田発電・工業用水道事務所統合設置 20.4.1

●萩形発電所運転開始 26.4.1●萩形発電所運転開始 26.4.1

大規模改良工事による能力増強（7,500kW→7,800kW）30.3.16 ●大規模改良工事による能力増強（7,500kW→7,800kW）30.3.16 ●

大規模改良工事によるFIT化 6.11.19 ●大規模改良工事によるFIT化 6.11.19 ●

発電所建設室を廃止し 2課体制化 8.4.1 ●発電所建設室を廃止し 2課体制化 8.4.1 ●発電所建設室設置 2.4.1 ●発電所建設室設置 2.4.1 ●

３発電事務所（大館、秋田、玉川）に統合 18.4.1 ●３発電事務所（大館、秋田、玉川）に統合 18.4.1 ●

大館発電事務所に移転 18.3.31 ●大館発電事務所に移転 18.3.31 ●

大館発電事務所に移転 18.3.31 ●大館発電事務所に移転 18.3.31 ●

秋田発電事務所に移転 18.3.31 ●秋田発電事務所に移転 18.3.31 ●

大館工業用水道事業廃止12.3.31 ●大館工業用水道事業廃止12.3.31 ●

土地造成事業 事業廃止 17.3.31 ●事業廃止 17.3.31 ●

観光施設事業 事業廃止 15.3.31 ●事業廃止 15.3.31 ●

有料道路事業 事業廃止 13.3.31 ●事業廃止 13.3.31 ●

事業廃止H17年度●事業廃止H17年度●

横手発電事務所集中監視制御装置の運転開始 10.4.1●横手発電事務所集中監視制御装置の運転開始 10.4.1●

横手発電事務所に移転 10.3.31 ●横手発電事務所に移転 10.3.31 ●

秋田工業用水道一部（15万m³/日）給水開始46.7.1 ●秋田工業用水道一部（15万m³/日）給水開始46.7.1 ●

玉川ダム建設に伴い廃止 元 .6.30 ●玉川ダム建設に伴い廃止 元 .6.30 ●
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公営企業のあらまし公営企業のあらまし

令和８年度令和８年度

秋田県産業労働部 公営企業課・企業業務課秋田県産業労働部 公営企業課・企業業務課
この印刷物は700部作成し、印刷経費は1部あたり270円です。

https: / /www.pref.akita.lg.jp/koeikigyo/ https: / /www.pref.akita.lg.jp/pages/genre/kigyogyomu
E-mail koueikigyou@pref.akita.lg.jp

表紙の写真：仙北市　水没林

018-860-5011
018-860-5824

県営発電所紹介動画
https://www.youtube.com/watch?v=SKGPr-pXtVU

企業業務課

018-860-5072
018-860-5824

E-mail k-gyoumu@pref.akita.lg.jp

秋田県庁職員のお仕事紹介動画〈電気職〉
https://www.youtube.com/watch?v=T_Uo1DWPI9U


